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総社市　岡山ＡＩセンター　石井　江莉菜さん（養豚）

〔酪大だより〕
　第53期生が卒業しました。
　　　（公財）中国四国酪農大学校

〔県民局だより〕
　和牛の担い手への支援を始めました！
　　　備中県民局畜産第二班

〔家保のページ〕
　「岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課」の紹介
　　　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課

〔技術のページ〕
　新たな岡山県基幹種雄牛の紹介
　　　岡山県農林水産総合センター畜産研究所
　　　育種改良研究グループ

〔畜産現場の声〕
　全農畜産サービス㈱岡山ＡＩセンターについて
　　　岡山ＡＩセンター

〔畜産女性の声〕
　 3県合同畜産女性交流会に初参加
　　　川崎　聡子
　　　（おかやまフォーベルネット会員）

〔ホットニュース〕
　（有）安富牧場が農場HACCP認証に認定されました !
　～県内 3例目、畜産農家としては初めて～
　孝本真二さんが農林水産省生産局長賞を受賞
　－第 5回全国自給飼料生産コンクール－
　　　（一社）岡山県畜産協会

第54回豚枝肉共励会を開催しました
　　　岡山県養豚振興協会

岡山県畜産関係者名簿

岡山県農業共済組合

全農岡山県本部畜産部

おかやま酪農業協同組合

一般社団法人岡山県畜産協会

岡山県畜産関係各種協議会

〔お知らせ〕
　和牛子牛市場出荷における予防注射の変更について
　　　（一社）岡山県畜産協会
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　稀に見る暖冬小雪だった県北蒜山で春の
訪れを告げる土筆が早くも地中から顔を出
し始めた 3 月、第53期生25名（男子14名、
女子11名）が酪農大学校を卒業しました。
本校は、『経営感覚と確かな技術を持った
人材の育成』『酪農を通じて地域に貢献で
きる人材の育成』『社会人としての基礎力
を備えた人材の育成』という教育理念のも
と、卒業後即戦力として地域社会に貢献で
きる実践的な知識と技術を身につけた人材
育成を行い、これまでに1300余名の卒業生
を輩出してきました。

第53期生一同（卒業式写真）

　平成29年 4 月に28名（男子15名、女子
13名）で学校生活をスタートした53期生。
中国四国地方はもちろん、九州や関東、沖
縄出身の学生もおり、入学当初はお互いに
言葉や文化の違いに戸惑うことも多かった
ようで、歴代の先輩たちと比べると少々控
えめな印象を受けました。
　しかし、内に秘めた酪農への情熱は人一
倍で、学校での講義や実習だけでなく、全
国各地で開催される研修会やセミナーに参

加したり、共進会や子供たちへの搾乳体験
といった課外活動にも積極的に取り組んだ
りと、非常に意欲的な学生が多く、酪農に
対する志の高さがうかがえました。

 

真庭市の保育園児への搾乳体験

　 2 年という短い間ではありますが、さま
ざまな経験をし、53期生は社会へと巣立っ
ていきました。入学当初はぎこちなかった
同級生との関係もいつの間にか距離が縮ま
り、卒業式の答辞では「楽しかったこと、
嬉しかったこと、辛かったこと、どの記憶
の中にも仲間の存在があります。家族の
ように優しく言葉をかけてくれる仲間にた
くさん支えてもらいました。ありがとう。」
と語るほどになり、酪農や肉用牛の知識・
技術だけでなく、仲間というかけがえのな
い財産を手にした彼らの姿は非常に誇らし
げで頼もしく感じました。
　53期生の就農・就職状況は、酪農等後継
者が 4 名、雇用就農が16名（うち酪農場13
名、肉用牛農場 3 名）、農協 2 名、酪農ヘ
ルパー 3 名となっています。このうち 9 名
が岡山県内で就業しており、岡山県の畜産
振興の一翼を担う存在になることを期待し
ています。

〔酪大だより〕

第53期生が卒業しました
公益財団法人中国四国酪農大学校
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１　新見市内では担い手が増えています！
　新見市内では平成27から30年度にかけて
新たに 4 戸が和牛繁殖経営を開始しました。
　また、新見市内には新規就農者や後継
者以外にも、岡山県内の中国四国酪農大
学校や農業大学校の卒業生も畜産系企業や
農協牧場に就職してきており、就職、就農
を合わせると担い手の数は増加傾向にあり
ます。

２　貴重な担い手を地域で守り育てる意識
　経営を開始した経験の浅い新規就農者に
とって、他の畜産農家とのコミュニケー
ションが取りにくかったり、関係機関を含
めて情報交換がしにくい等の課題がありま
したが、これまでは新規就農者や後継者と
いった担い手達が集まる会議や研修会は開
催されていませんでした。
　また、新見市内の畜産農家からも、担い
手達が集まり、担い手同士で情報交換や交
流ができるような場や、ベテラン畜産農家
との交流ができる場が必要ではないかとい
う声が挙がっていました。
　そこで、阿新農業協同組合・新見市・岡
山県が構成員となって運営している新見市
農林業振興技術者連絡協議会畜産部会（以
下、技連畜産部会）が交流の場づくりを始
めました。

３　平成30年度の支援活動
（1）研修会＆交流会の開催
　平成30年10月、新たな担い手等 7 名、ベ
テラン畜産農家 3 名、関係機関11名の合計
21名が出席し、研修会＆交流会を開催しま
した。

　研修会では、「新見市における和牛改良
の歴史」というテーマで新見市和牛改良組
合の江田英明組合長の講演と、2022年に鹿
児島県で開催される第12回全国和牛能力共
進会について畜産研究所の小林研究員が岡
山県の取組方針やスケジュール等の説明を
しました。

（写真1）研修会の様子

　研修会の後の交流会では、皆が初顔合わ
せということもあり、最初は会話が続か
ず、ぎこちない様子でしたが、時間がたつ
につれ、参加者の会話も増え、関係機関や
ベテラン畜産農家へ質問が飛び交うように
なり、予定していた時間をオーバーするほ
ど有意義な交流会となりました。

（2）視察研修会の開催
　平成31年 3 月に（一社）家畜改良事業団
広島産肉能力検定場へ視察研修を計画した
ところ、担い手等 6 名、ベテラン畜産農家
3 名、関係機関 4 名の合計13名が出席しま
した。
　バスの車内では、担い手達が積極的に近
況報告や情報交換をしたり、関係機関から
補助事業等の紹介もしたりと、会話と笑い
が途切れることのない道中となりました。

〔県民局だより〕

和牛の担い手への支援を始めました！
備中県民局　畜産第二班
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　視察地では広島産肉能力検定場の桑原孝
博業務課長から家畜改良事業団が行ってい
る検定の説明や場内の肥育牛頭数等の紹介
の後、牧場内を見学しました。
　場内には全国から集められた肥育牛が
収容されており、参加者達は興味深そうに
肥育牛舎内を見学し、給与飼料の内容や
肥育牛の系統について積極的に質問をしま
した。

（写真2）視察中の様子

　 1 時間の視察は、担い手達にとって充実
した時間となりました。

４　技連畜産部会以外での支援活動
　平成30年11月に新見市和牛改良組合が牛
の調教講習会を開催しました。
　畜産農家の高齢化に伴い、牛の調教技術
を後世に伝えていくことが難しくなってき
ており、後継者の育成や技術の伝承を広く
行う必要があることから、この講習会が開
催され、講習会には新見市内の担い手達だ
けでなく、地元の高校生も参加しました。
　講習会では、宮本弘先生、柴田武先生、
上田稔先生が講師として呼ばれ、まずは牛
を歩かせたり、止めたりといった基本的な
命令の掛け声や綱さばきを披露しました。
　その後、参加した担い手達や地元の高校
生達が実際に綱を持って声をかけ、牛を歩
かせようとしますが、牛は言うことを聞か
ず、歩こうとしなかったり、歩いても牛が
蛇行したりと苦戦していました。

　しかし、講師から随時アドバイスを受け
て練習した結果、声のかけ方や綱さばきの
コツをつかみ、牛が言うことを聞くように
なり、最後には牛をきれいに整列させるこ
とができました。

（写真3）牛が蛇行して苦戦している様子

（写真4）最後はビシッと決まった様子

５　担い手達への今後の支援
　技連畜産部会では今後も新見市内のベテ
ラン畜産農家や関係機関と連携しながら、
担い手達が地域に溶け込みやすく、また、
新規就農しやすい環境作りを目指していき
たいと思っています。
　和牛牧場への就職や新規就農をするな
ら、ぜひ、新見市へ！！

６　謝辞
　平成30年度の活動では、新見市和牛改良
組合の組合長をはじめ、各支部の支部員の
方々にもお世話になりました。厚くお礼を
申し上げるとともに、今後も新見市の和牛
振興を盛り上げるため、ご助言、ご協力い
ただければと思います。よろしくお願いい
たします。
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　岡山家畜保健衛生所には、所長以下18名
の職員が勤務し、家畜保健衛生課（職員11
名）と家畜病性鑑定課（職員 6 名）の 2 課
があります。家畜病性鑑定課は、県下全域
を業務エリアとして、下記業務を行ってい
ます。

１　業務の構成
　　家畜病性　　　　病理検査部門
　　　鑑定業務　　　細菌検査部門
　　　　　　　　　　ウイルス検査部門
　　　　　　　　　　生化学検査部門
　　　牛海綿状脳症（BSE）検査業務
　　　調査研究業務
　　　技術研修および情報発信

（1）家畜病性鑑定業務（家畜疾病診断）
　県下 5 カ所の家保では確定診断が困難
な家畜疾病や高病原性鳥インフルエンザ、
口蹄疫といった家畜法定伝染病について、
各種精密検査を実施し、家畜伝染病の発生
とまん延の防止に努めています。

（2）牛海綿状脳症（BSE）検査業務
　県内農場における死亡牛および病性鑑定
牛を対象にBSE検査を実施し、県内飼養
牛における清浄性維持を確認しています。

（3）調査研究業務
　高病原性および低病原性鳥インフルエン
ザについて県内養鶏場におけるモニタリン
グ調査を実施し、清浄性を確認していま
す。また、流死産等を起こすアカバネ病、
アイノウイルス感染症、チュウザン病等に
ついて県内牛飼養農家における抗体および
ウイルス分離検査を行い、異常産の流行予
測を実施しています。

（4）技術研修 　　　　　　
　各家保の若手職員を対象に、年に 4 ～ 5

回、剖検時の採材手技や細菌検査、ウイル
ス検査といった病性鑑定方法の研修を実施
し、家畜疾病診断技術の更なる向上に努め
ています。
 
２　研究成果
　平成29年度（①、②）および30年度（③、
④）に岡山県畜産関係業績発表会で報告し
た 4 演題について紹介します。
①「県内で初めて流行したピートンウイル

スの関与を疑う牛の異常産8例」
　ピートンウイルス（PEAV）は、吸血
昆虫により媒介されるウイルスで、めん羊
を用いた感染実験でアカバネウイルスと同
様の異常産を起こすと報告されています。
牛ではH11年に国内で初めて分離されて以
降、九州沖縄地方でウイルスの動きが確認
されていますが、その病原性についてはい
まだ不明な点があります。
　H28～H29年にかけて県内で発生した牛
異常産 8 例（胎齢152～282日，流産 2 例，
死産 4 例，生存 2 例）について病性鑑定を
実施したところ、PEAV中和抗体検査に
より 7 例で中和抗体を検出し、 2 例で脳よ
りPEAV遺伝子を検出、免疫染色により
3 例の脳でPEAV抗原が検出されたこと
から、 8 例をPEAVの関与を疑う異常産
と診断しました。病理検査では、頭部変形、
脊椎弯曲といった体形異常および脊髄の低
形成や骨格筋の脂肪置換が高頻度で認めら
れました。
　また、 2 例で検出されたPEAV遺伝子
を解析した結果、H28年度に鹿児島県で分
離されたPEAV株に98%以上の高い相同
性を示したことから近縁と考えられました。
　これまでの病性鑑定成績から、過去15年
間県内でPEAVの流行はなかったと考えら

〔家保のページ〕

「岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課」の紹介
岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課
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れ、PEAV浸潤状況調査よりH28年度 9 月
に県下全域で抗体が陽転し11月まで陽転が
散見されたことが判明しており、県内で
PEAVが広範囲かつ長期間動いたことが
今回の症例発生につながったと考えられま
した。
②「県内2酪農場で発生した銅中毒」　　
　H29年 2 月にA農場で黒毛和種子牛（雄、
4ヵ月齢）が、 4 月にB農場でジャージー種
成牛（雌、 4 才）がそれぞれ血色素尿と黄
疸を呈し予後不良となったことから銅中毒
を疑い病性鑑定を実施しました。
　子牛、成牛ともに血清銅濃度とγ-GTP
が高値であり、病理検査により肝細胞の
変性壊死および腎臓の多発性尿細管壊死を
認め、これら病変部位におけるロダニン染
色（銅特異的染色）陽性を確認しました。
更に、肝臓および腎臓における銅濃度も正
常値の 3 倍以上と高値が確認されたことか
ら、両症例を銅中毒と診断しました。
　A農場同居牛（25頭）は、銅中毒発生直
後に 1 頭がγ-GTP高値を示し元気消失し
ましたが（その後回復）、他の同居牛に異
常は認められませんでした。B農場同居牛
にも異常は認めませんでした。採材可能で
あった給与飼料や水等の銅濃度に著変は認
められず、原因究明には至りませんでした。
　牛の銅中毒は今回のように原因究明に至
らない場合が多く、今後も疫学調査を継続
し、発症機序解明につなげていきたいと考
えています。
③「岡山県における牛ウイルス性下痢ウイ

ルス持続感染牛の摘発状況および疫学に
ついて」

　H30年度から県内全乳用牛飼養農場を対
象に、牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）
の持続感染（PI）牛摘発を目的としたバ
ルク乳によるスクリーニング検査を開始
し、調査した181農場中 3 農場（1.7%）で
各 2 頭計 6 頭のPI牛を摘発しました（H30
年12月時点）。　
　疫学調査から、PI牛は導入 3 頭、導入
牛の産子1頭及び過去にPI牛と同居した自

家産 2 頭であり、県内乳用牛飼養農場への
BVDV侵入はPI牛とBVDV感染妊娠牛
の導入が主因と考えられました。なお、PI
牛摘発農場では、摘発後、産子全頭の検査
を実施し（10ヶ月間）、これまでに 2 頭（調
査頭数359頭）のPI牛を摘発しています。
　適切なワクチン接種に加え、バルク乳ス
クリーニング検査および産子検査を今後も
継続することにより、新たなPI牛の産出
抑制が必要と考えられる結果でした。
④「ワクチン接種鶏で発生を繰り返した伝

染性喉頭気管炎」
　県内養鶏農場で計 4 回、伝染性喉頭気管
炎（ I LT）が発生（H26年12月、H28年 1
月及び 2 月､ H30年 1 月）しました。
　初発のワクチン未接種鶏以降は同一鶏舎

（複数ロット飼養）の I LTワクチン接種済
（20日齢及び65日齢）採卵鶏で続発しまし
た。採卵鶏 3 症例は初発鶏より死亡率が低
く、Pasteurella multocida等の細菌が高
率に分離され、I LTウイルス（V）と細菌
の混合感染が主体でした。なお、 4 症例か
ら分離した I LTVの遺伝子解析から少な
くとも異なる 3 株の I LTV野外株の関与
が判明しました。
　また、発生鶏舎健康鶏の気管スワブから
寒冷期に I LTV遺伝子が検出されたこと、
最終発生から1ヶ月後の発生鶏舎飼養鶏の
抗体価が他鶏舎より高い傾向が認められた
こと、発生鶏舎には月齢の異なる複数鶏群
が存在することから、野外ウイルスが常在
し継続的な感染を受けていた症例と推察さ
れ、再発予防には、適切なワクチン接種と、
飼養衛生管理の徹底が重要であると再認識
させられました。　
 
３　最後に
　以上のように、家畜病性鑑定課は、県下
の各家保と連携しながら家畜保健衛生業務
をバックアップしています。
　今後も家畜病性鑑定業務を通じ、迅速な
疾病診断や伝染病のまん延防止に尽力して
いきたいと考えています。
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　次世代を担う新たな岡山県基幹種雄牛と
して、平成31年 2 月に「美恵茂」号が選抜
されたので紹介します。

【新規基幹種雄牛】
「美恵茂」号
　～岡山県で歴代最高の産肉能力～
　　平成31年 2 月選抜

写真1　「美恵茂」号

生年月日：平成25年10月 3 日
繁 殖 者：井口　貞信氏（津山市）
育 成 者：藤井　美恵子氏（津山市）
登録番号：黒原5893　審査得点：82.8点
血　統

１　作出の経緯
　「美恵茂」号は、肉質の改良を目的に、
宮城県の「茂洋」号を利用して作出されま
した。

　父の「茂洋」号は、熊波系の種雄牛で
すが、体積豊かで体深、中躯幅、尻の形が
優れています。「茂洋」号の枝肉成績は枝
肉重量、ロース芯面積が大きいことに加え
て、傑出した脂肪交雑の高さが特徴です。
　母の「45たま 8 の11」号は、阿新・津山
地域で代々繋養されている「たま系」の雌
牛で、熊波系と気高系で改良を加えていま
す。産子の枝肉では肉量、肉質ともに優秀
な成績を出しており、特に脂肪交雑におい
てはBMS No.10以上を 5 頭も輩出していま
す。
　このような父母から作出された「美恵茂」
号の体型は、体の深みと伸びが特に優れて
いて、後躯も充実しており、これらの改良
が期待できます。

２　検定成績
　検定成績では、枝肉重量、ロース芯面積、
脂肪交雑が特に優れています。その中でも、
枝肉重量と脂肪交雑においては昨年度に過
去最高の成績を出して選抜された「新岡
光81」号の検定成績をさらに上回り、岡山
県で歴代最高の枝肉重量と脂肪交雑の成績
で、全ての枝肉が上物になっています（表
1 ）。さらに、雌の枝肉において、きれい

〔技術のページ〕

新たな岡山県基幹種雄牛の紹介
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　育種改良研究グループ

表1　「美恵茂」号の検定成績及び育種価
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な小ザシが全体に入ったBMS No.12の枝肉
も輩出しました（写真 2 ）。

写真2　BMS No.12の枝肉

（母の父−母方祖父−母曾祖父：北盛栄−沢茂勝
−利花）
雌：枝肉重量555.6kg、ロース芯面積78cm2

３　おいしさの能力
　肉質の面では、おいしさの指標の一つで
ある脂肪中のオレイン酸含有割合は、岡山
県の和牛の平均と比べて高い割合で含まれ
ていることが分かりました。また、ロース
芯の脂肪交雑粒子の細かさを示す「細かさ
指数」を調べると、県下の和牛平均に比べ
て高く、脂肪の口溶けや舌ざわりの良い和
牛肉の生産が期待できます（表 2 ）。

表2　産子の枝肉のオレイン酸割合と細かさ指数

注）細かさ指数とは、脂肪交雑粒子の細かさを示す。

４　交配のポイント
　交配については、検定成績からみると気
高系または兵庫系を父に持つ雌牛との交配
で枝肉重量とロース芯面積が好成績でし
た。また、雌牛の系統を問わずに脂肪交雑
が高く、安定していました。当研究所で産
まれた子牛の出生時の体重データを調べる

と、30kg超えは１頭のみで、他は20kg台で
産まれているため、未経産にも利用できま
す（表 3 ）。

表3　「美恵茂」号産子の出生時体重

　今回選抜された「美恵茂」号は、岡山県
で歴代最高の検定成績であること、おいし
さの指標の「オレイン酸含有割合」と「細
かさ指数」が平均以上であることから、 3
年後の2022年に鹿児島県で開催される第12
回全国和牛能力共進会の肉牛の部へ産子を
出品するため、計画交配を予定しています。
　ニューフェイスの「美恵茂」号が加わり、
当研究所で現在繋養中の基幹種雄牛は、

「義勝成」号、「藤沢茂」号、「黒金糸藤」号、
「新高水」号、「新岡光81」号の 6 頭となり
ました。いずれも本県の和牛改良に資する
優秀な種雄牛ですので、ぜひご活用をお願
いいたします。
　終わりになりますが、種雄牛の生産者を
はじめ、現場後代検定に協力して頂いた繁
殖農家並びに肥育農家の方々、多くの関係
者の皆様に感謝を申し上げます。
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　平成30年 8 月、総社市内に全農畜産サー
ビス株式会社岡山AIセンターが開所しま
した。この施設は、豚の人工授精用の精液
を製造・供給するために、全農畜産サー
ビス株式会社が新たに整備したものです。
開設されて半年ほど経ちますが、施設の現
状や今後の計画等についてAIセンターの
中谷正史センター長に伺いました。
問１　施設の概要を教えて下さい。
　岡山AIセンターは、総社市の史跡で有
名な「鬼ノ城」の近くの奥坂にあります。
総面積42,700m2の敷地に種豚舎 2 棟、検疫
豚舎 1 棟、管理棟 1 棟、堆肥処理施設及び
汚水処理施設を設置しています。特に、種
豚舎はストールと単飼房がそれぞれ44基あ
り、 1 棟で最大88頭の種豚を飼うことがで
きます。この 2 棟の種豚舎の間に採精室が
あります。
　現在、デュロック種を中心にランドレー
スや大ヨークシャー種を150頭以上飼養し、
5 人の職員で人工授精用の精液の生産と提
供を行っています。

（写真1）施設正面。手前が管理棟、奥が豚舎
問２　�新たに岡山県にA Iセンターを設置

した目的は何ですか。
　弊社では、岩手県と熊本県にAIセンター
がありますが、豚精液の需要増に対応する
とともに、豚コレラ等、重大疾病のリスク
ヘッジを目的に新たに岡山県に設置しました。
問３　業務内容について教えて下さい。
　当センターは東海、近畿、中国及び四国
の生産者を念頭に、将来的には年間150,000
本の精液を供給する計画です。昨年の 8 月
から種豚の導入をはじめ、精液の供給は昨
年秋より開始し、昨年末から本格的に稼働
しています。また、当センターは精液生産

に特化しており、保存液で採精希釈・充填
し、専用の輸送容器で二重に包装し、保冷
バックを入れ15 〜 20℃に保温して宅配便
を使って生産者に直接送っています。なお、
注文は年間契約を基本とし、FAX等で事
前に注文をいただいています。
問４　精液の価格はいくらですか。
　注文量や配送地域などによって取引条件
が異なりますので、購入を希望される方は、
担当のブリーディング事業部営業部にご相
談下さい。
問５　�新しい施設です。工夫や特徴をご紹

介下さい。
　豚舎は、種豚の大型化にあわせて柵の高
さを140cmにしています。また、ストール
も70×265cmと余裕のある構造にしていま
す。採精室は立って作業ができるよう作業
スペースを豚房より一段下げ、採取位置に
設けた開閉窓を通じて作業することで作業
者の安全を確保しています。AIセンターか
ら出る排水は全て浄化槽に集められ、中空
糸膜と逆浸透膜で処理し、異物をナノレベ
ルで除去します。この処理水は無色無臭で
細菌やウィルスがフリーであり、豚の飲水と
して再利用しています。更に、施設内に太
陽光発電ユニットと蓄電池を整備しており、
ディーゼル発電気装置とあわせて停電時で
も業務に必要な電力確保を図っています。

（写真2）採精室内部
問６　今後の計画は。
　先ず、年間150,000本の生産を達成するた
め、月10,000本以上の安定生産を目指しま
す。特に、まだ夏場を経験していないこと
もあり、トンネル換気や細霧による暑熱対
策や配送方法の検証を進めていきます。

〔畜産現場の声〕

全農畜産サービス㈱岡山AIセンターについて
岡山AIセンター
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　今回、初めて島根県・鳥取県・岡山県の
畜産女性交流会に参加させていただきました。
　研修が名目でしたが、勉強会ではなく自
己啓発研修のような内容でした。ファシリ
テーターの立野美香さんの存在感が大きい
こと。お話されると、軽快な関西弁に、参
加された皆さんがすぐに引き込まれて行き
ました。この研修では“どう行動するか”
ではなく“どうあるべきか”ということを
考える場になりました。

　私が最も印象に残ったのは、ボールを投
げ合いながら会話のキャッチボールを行う　
という場面でした。聞く側の姿勢は主に　
①目を見て笑顔で投げ返す　②イヤな顔を
して邪険に投げ返す　③無視してボールを
避ける　の 3 パターンが実演されました。
多くの人、特に子供は③無視をされると、
その相手との会話自体が怖くなったり、も
ういいかと諦めたりするそうです。私は相
手にそんな気持ちになって欲しくはありま
せん。身近なことを思い返すと、子供との
会話です。目を見て聞いてあげられている
か？忙しいからと邪険にしていないか？
思い返すと、いつも後悔します。頭でわ
かっていても、なかなか実行できない私が
います。

　相手の気持ちを受け取ること。心を込め
て聞くこと。話に興味を持つこと。もし
キャッチボールが上手に出来ると、相手と
の信頼関係が構築されると思います。まず
は身近な家族から！そうすれば自分にも、
必ずプラスになって返ってくると思います。
　夫は仕事でのパートナーでもあるので、
聞くスイッチをカチッと入れて、途中で話
の腰を折らずに最後まで聞けるように努力
しようと思います。そうしたら、経営が改
善するかも？

　他県のみなさんと交流できて、とても楽
しい時間を過ごすことができました。やは
り、畜産関係の女性は元気ですね！特に、
私の母の世代の方々のはつらつとされてい
たこと。きちんと自己主張ができ、周りの
ことも考えられる。私もあんな素敵な女性
になりたいです。
　お肉たっぷりのお弁当も美味しかったで
す。また機会がありましたら、参加させて
いただきたいです。そして、立野先生には、
とてもパワーと元気をいただけました。是非、
どこかでまたお会いしたいです。可能なら、
次の立野先生の研修は夫婦で参加できたら
いいなと思います。皆さんも、ご夫婦で参
加しましょう！　ありがとうございました。

〔畜産女性の声〕

３県合同畜産女性交流会に初参加
赤磐市　川崎　聡子
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　岡山市北区下足守の（有）安富牧場（代表取締役　安富照人）が、平成31年 3 月27日、農
場HACCP認証農場に認定されました。県内では（公財）中国四国酪農大学校の第一、第二
牧場に続いて 3 例目、畜産農家としては初めての認証農場となります。（有）安富牧場は、
ホルスタイン種牛を120頭飼育し、生産した生乳を使用してアイスクリームの外、昨年 9 月
からは牛乳の加工販売も行っています。
　食品等事業者を対象としたHACCPに沿った衛生管理が義務化されることになり、加工
部門で既に取り組んでいたことから、農場でもぜひHACCPをやってみたいとのことでス
タートしました。平成29年 7 月から職員と畜産協会、岡山家畜保健衛生所、生産獣医療支
援センターの指導機関が月 1 回の会議を開催し、構築文書
の作成と現地確認を行いながら約20ヵ月で認証を取得する
ことができました。
　照人さんは、『PDCAサイクルに基づく継続的な改善を
図り、より安全安心な生乳生産に取り組むとともに、自社
製品に認証マークを表示し、ブランド力を高めたい』と力
強く抱負を述べられました。
　この度、家族経営でも十分認証を取得することができる
ことが実証されたことから、県内での普及が期待されます。

〔ホットニュース〕

（有）安富牧場が農場HACCP認証農場に認定されました！
～県内3例目、畜産農家としては初めて～

（一社）岡山県畜産協会

　平成31年 2 月20日、（一社）日本草地畜産種子協会が主催する「第 5 回全国自給飼料生産
コンクール賞状授与式」が開催され、吉備中央町の孝本真二氏が農林水産省生産局長賞を
受賞されました。孝本氏は中国四国酪農大学校を卒業後、地元の畜産関連会社を経て就農
されました。就農後から計画的に各種事業を活用することで牛舎や飼料生産基盤を整備さ
れ、現在、繁殖牛51頭、飼料作物760 a まで規模を拡大し、水田地帯における和牛繁殖専業
生産を家族経営で確立されています。
　購入飼料価格の変動に左右されない安定した経営を目指
しており、自給飼料生産や放牧地の活用により、飼料コス
トの低減を図っています。 
　審査では次の点が評価され受賞となりました。
①�飼養規模と労働面のバランスが適正な、無理のない余裕

をもった経営内容である｡
②�借地依存という利用上の制約があるものの、イタリアン

ライグラスは 4 番草まで活用し、一部にミレットを作付
するなど最大限の土地利用を行っている。

③年齢も若く地域の中核的存在であり今後も期待できる。

孝本真二さんが農林水産省生産局長賞を受賞
−第5回全国自給飼料生産コンクール−

（一社）岡山県畜産協会

左から2番目　孝本さん
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　岡山県養豚振興協会では、平成31年 3 月 4 日から 6 日にかけて第54回豚枝肉共励会を岡
山県営食肉地方卸売市場にて開催しました。今回は養豚振興協会会員の6農場より、同じ
繁殖豚からの産子 2 頭を 1 組とした30組、計60頭の出品がありました。その品種の内訳は
LWDが24組、WLDが 2 組、ケンボローが 4 組で、性別では雌が27組、去勢が 3 組でした。
5 日にと畜し、 6 日に公益社団法人日本食肉格付協会の豚枝肉取引規格及び豚枝肉共励会
審査基準を基に、 5 人の審査員により総合的に審査しました。
　出品された枝肉の概要は、平均出荷日齢173.9日、平均枝肉重量76.8kgでした。また、全
体的に肉質は良好で肉付きのバランスも整っており、上物率は80％と質の高い枝肉が多い
ことが今回の大きな特徴でした。一方で、枝肉重量の過大によって格下げされたものも散
見され惜しまれました。
　審査の結果、最優秀賞に岡山JA畜産㈱吉備農場（首席）、岡山JA畜産㈱美星農場及び

（有）協和養豚の出品豚 3 点をはじめ、優秀賞12点、優良賞
15点を選定しました。
　今回の共励会は国内で豚コレラが発生した状況を踏ま
え、例年開催していた枝肉展示や表彰式は実施せず、審査
員や事務委員による審査及び成績評価のみを行いました。
会員や関係者の参加がなく少し寂しい共励会となりました
が、その後に実施されたセリでは最優秀首席の単価が700円
/kg、平均で482円をつけ、TPP11やEPAの発効後、先行き
不透明な養豚業界にとって元気の出る結果となりました。

第54回豚枝肉共励会を開催しました
岡山県養豚振興協会

取扱品目のあらまし

株式会社 ジュウチク

動物用ワクチン・血清類一切，獣医畜産用薬品全般

家畜・家禽の飼料添加剤各種，獣医畜産用器具機械類

衛生材料（ガーゼ・脱脂綿・繃帯・その他）

土壌関係検査測定器具・試薬

岡山市北区奉還町4-4-11 岡獣ビル内 TEL 086-214-2288
FAX 086-214-2287
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部　　署 職　　名 氏　　名
農林水産部畜産課 課　長 菱川　雅弘
　FAX 086-224-2155 副課長 景山　元滋
　生産振興班　 総括参事（生産振興班長） 斉藤　浩史
　TEL 086-226-7429 副参事 三木　隆司

副参事 岡田　英樹
副参事 片岡　まどか
主　任 荒金　知宏
技　師 田中　康裕

　衛生環境班 総括参事（衛生環境班長） 橋本　尚美
　TEL 086-226-7431 副参事 森分　哲彦

副参事 中山　裕貴
主　幹 佐藤　静子
主　幹 高崎　緑
技　師 宇髙　成美

　経営流通班 総括参事（経営流通班長） 藤原　努
　TEL 086-226-7428 副参事 高橋　正通

副参事 塩田　鉄朗
副参事 田中　健嗣
副参事 片山　康浩
主　幹 谷本　敦史
主　任 高取　和弘

（中国四国酪農大学校派遣）
　TEL 0867-66-3651 校　長 山田  義和
　FAX 0867-66-3652 副校長 木曾田　繁
　　　総務課 課　長 （副校長兼務）
　　　教務課 技　師 三宅　歩

備前県民局
　農畜産物生産課 課　長 松尾　善博
　TEL 086-233-9828 総括副参事（畜産班長） 滝本　英二
　FAX 086-234-9064 副参事 清水　淳也

副参事 朝倉　麻由子
主　幹 黒岩　恵
主　任 宮本　康子
技　師 額田　和敬
技　師 川本　梨絵
主　事 小椋　詩織

備中県民局
　農畜産物生産課 課　長 黒田　忠明
　TEL 086-434-7033 総括副参事（畜産第一班長） 河原　貴裕
　FAX 086-425-4921 副参事 森山　靖成

副参事 佐野　通
主　幹 出石　節子
主　任 立川　優子
主　任 吉田　由紀
主　任 広金　弘史
技　師 大坂　文美恵

　TEL 0867-72-9166 総括副参事（畜産第二班長） 串田　晴彦
　FAX 0867-72-9146 技　師 高取　真穂

技　師 宮野　友理

部　　署 職　　名 氏　　名
美作県民局
　農畜産物生産課 課　長 津寺　春良
　TEL 0868-23-1310 総括副参事（畜産第一班長） 内田　啓一
　FAX 0868-24-4962 副参事 高取　健治

主　任 石川　晶子
技　師 岡部　真宏
技　師 江草　亮太

　TEL 0867-44-7564 総括副参事（畜産第二班長） 行森　美枝
　FAX 0867-44-4754 副参事 植田　幹隆

技　師 綱島　優子
技　師 入江　結唯

岡山家畜保健衛生所 所　長 平野　充生
　家畜保健衛生課 課　長 澤田　勝志
　TEL 086-724-3880 副参事 平井　伸明
　FAX 086-724-3884 副参事 萱原　佳美

副参事 藤木　美佐子
主　幹　 いざさ　啓介
主　任 児子　友美
主　任 難波　かおり
主　任 梯　　洋介
主　任 砂原　一彦
主　任 荒木　由季子
技　師 西川　早百合

　病性鑑定課 課長 （所長兼務）
　TEL 086-724-3855 専門研究員 別所　理恵
　FAX 086-724-3856 専門研究員 田原　鈴子

研究員 澤井　紀子
研究員 山口　葵
研究員 水上　智秋
技　師 蛇島　武久

井笠家畜保健衛生所 所　長 松長　清美
　TEL 0866-84-8221 次　長 牧野　俊英
　FAX 0866-84-8233 副参事 山内　章江

副参事 横内　淳一郎
副参事 金岡　孝和
主　任 紙谷　建志
主　任 武藤　多佳子
主　任 福田　新
主　任 田中　成枝
技　師 武内　大
技　師 神田　優衣

高梁家畜保健衛生所 所　長 遠藤　広行
　TEL 0866-22-2077 次　長 岡田　ひろみ
　FAX 0866-22-7882 副参事 守屋　吉英

副参事 黒岩　力也
副参事 馬場　彩
主　幹 田中　静香
主　任 西村　祐枝
技　師 梶谷　真一郎
技　師 三柳　和志

　　　岡山県畜産関係者名簿（平成31年4月1日現在）
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部　　署 職　　名 氏　　名
真庭家畜保健衛生所 所　長 中村　浩三

　TEL 0867-44-2231 次　長 西川　真琴

　FAX 0867-44-5060 副参事 秦　　守男

主　幹 定森　淑子

主　幹 橋田　明彦

主　幹 小田　亘

主　幹 横内　百合香

主　任 尾上　恵

主　任 森　　眞理子

技　師 岡田　慧

技　師 西江　拓海

津山家畜保健衛生所 所　長 平田　祐介

　TEL 0868-29-0040 総括参事 澤田　健二

　FAX 0868-29-3140 副参事 松馬　定子

副参事 高見　剛

副参事 西　　淳子

主　幹 岡本　雄太

主　幹 笹尾　浩史

主　任 岡村　涼平

主　任 串田　規子

主　任 谷口　翔

主　任 権代　将人

主　任 光宗　仁美

主　任 杉本　裕亮

技　師 大津寄　由華

技　師 長尾　薫乃

農林水産総合センター 所　長 馬場　誠

　畜産研究所 副所長 岸戸　武士

　TEL 0867-27-3321

　FAX 0867-27-3333

　総務課 副参事 佐々木　健次

　（畜産研究所駐在） 主　任 田邊　稔

主　任 樋口　久男

　経営技術研究室 室長（特別企画専門員） 吉元　和明

　TEL 0867-27-3322 特別企画専門員 山本　康廣

　（企画開発Ｇ） グループ長 大谷　晴美

専門研究員 武縄　勝浩

専門研究員 脇本　進行

技　師 森淸　邦彦

　（環境研究Ｇ） グループ長 白石　誠

専門研究員 水木　剛

副参事 安藤　芳宏

部　　署 職　　名 氏　　名
　改良技術研究室 室長（特別企画専門員） 川尻　鉄也

　（育種改良研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 片岡　博行

　TEL 0867-27-3221･3396 副参事 福井　康勝

主　幹 高山　勲

主　幹 横山　明彦

研究員 小林　宙

技　師 岩本　侑希子

　（養豚研究Ｇ） グループ長 （改良技術研究室長兼務）

専門研究員 佐々木　真也

主　幹 有富　勝仁

主　幹 村田　和弘

主　任 湛増　美好

　（繁殖システム研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 有安　則夫

専門研究員 坂部　吉彦

研究員 金谷　健史

　飼養技術研究室 室長（特別企画専門員） 井上　信治

　（生産性向上研究Ｇ） グループ長 川口　泰治

　TEL 0867-27-3349 副参事 富田　康

主　幹 杉山　卓

主　任 山田　庄市

技　師 羽柴　一久

技　師 森井　崇光

　（飼養管理研究Ｇ） グループ長（特別研究員） 長尾　伸一郎

副参事 定賀　和夫

副参事 大平　嘉秀

主　幹 岡本　元正

研究員 金谷　真澄

主　任 福島　敏道

主　任 服部　一洋

技　師 二部野　沙世

県営食肉地方卸売市場 場　長 秋山　俊彦

　TEL 086-272-2138 次　長 清水　昌之

　FAX 086-273-7729

　　　総務課 課　長 （次長兼務）

主　幹 塚原　政俊

主　任 石井　良明

　　　業務課 課　長 池田　克美

副参事 難波　浩

副参事 田邊　裕司

主　幹 妹尾　直樹

主　幹 福島　成紀

主　任 眞木　元
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部 長
グ ル ー プ 長
主 査
主　　事（再）
課 長
グ ル ー プ 長
臨 時
所 長
主 任
主 　 任
技 　 師
技　　師（再）
嘱 託
所 　 長
主 　 査
主 　 任
技 　 師
臨 時
基幹診療所長
グ ル ー プ 長
主 　 査
主 　 任
主 　 任
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
臨 時
所 　 長
技 　 師
技 　 師
技 師
技　　師（再）
臨 時
基幹診療所長
グ ル ー プ 長
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
臨 時
臨 時
所 　 長
技 　 師
技　　師（再）
臨  時
所 　 長
主 任
主 　 任
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
臨  時

家 畜 部
家 畜 共 済 グ ル ー プ
　　　　TEL　086-277-5539
　　　　FAX　086-276-1412
診 療 課

生 産 獣 医 療 支 援 セ ン タ ー
　　　　TEL　0867-22-1500
　　　　FAX　0867-22-1194

南 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　086-943-6888
　　　　FAX　086-943-7703

西 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0865-64-4141
　　　　FAX　0865-64-2926

西 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0866-22-2211
　　　　FAX　0866-22-0358

北 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0868-26-1112
　　　　FAX　0868-26-6632

真 庭 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-44-2164
　　　　FAX　0867-44-5319

蒜 山 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-66-2517
　　　　FAX　0867-66-4626

岡山県農業共済組合 平成31年4月1日
日　下　知加久
平　松　美　紀
花　土　大　樹
西　村　一　道
鴨　井　敏　則
江　草　佳　彦
森　　　理　香
西　山　　　篤
池　山　　　亨
若　槻　拓　司
齋　藤　　　愛
森　本　高　輝
大　賀　まりえ
西　川　達　也
荒　木　勇　介
広　瀬　水彩子
金　子　愛　弥
岡　本　麻　衣
正　木　丈　博
大　屋　卓　志
水　戸　康　明
根　木　慶　彦
石　田　和　子
守　屋　ひか理
菱　川　創　太
村　田　一　人
小　野　好　恵
畦　崎　正　典
富　永　由　香
松　尾　みなみ
北　川　敬　大
前　原　健　成
中　笹　良　恵
杉　山　　　定
椿　　　　　修
高　岡　亜沙子
宇　野　　　進
佐　藤　佳　美
築　山　嘉　輝
福　原　　　稔
植　月　義　友
田　村　展　敏
小　林　直　子
福　田　佳　子
影　山　　　毅
峠　田　大　志
西　原　　　直
上　田　千賀子
大　谷　香　里
谷　　　拓　海
神　田　遥　子
越　本　時　貴
金　盛　隆　志
犬　間　一　郎
宮　本　美佐枝
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全農岡山県本部 畜産部 組織図

全農岡山県本部 畜産部 人事配置
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企画管理部 （TEL  086-221-0511）
 （FAX  086-234-6031）

　　審 議 役　小山　雅子
　　審 議 役　築山　伴文（兼務）
　　主　　事　井戸本由美

経営支援部

　　部　　長　栗木　隆吉
　経営対策班（TEL  086-222-8575）
  （FAX  086-234-6031）
　　班　　長　目瀬　　勤
　　調 査 役　藤原　裕士  　    
　　副調査役　井上　睦恵
　　副調査役　池見　　亮
　　技　　師　高尾　奈々
　　
　価格対策班 （TEL  086-234-5981）
  （FAX  086-223-4755）
　　班　　長　築山　伴文
　　嘱託職員　和田　直美
　　参　　与　西家　純一（兼務）

　家畜衛生部 （TEL  086-232-8442）
  （FAX  086-234-6031）

　　部　　長　大塚　武宣（兼務）
　　審 議 役　河原　宏一
　　参　　与　山本　幹男
　　参　　与　西家　純一
　　臨時職員　西林　由子

　　　家畜衛生管理センター
　　　（TEL  0867-27-3101）
　　　（FAX  0867-27-3102）
 
　　臨時職員　佐々木　太
　　臨時職員　岡田　　保

　　　生乳検査センター
　　　（TEL  0868-54-7366）
　　　（FAX  0868-54-7368）
 
　　所　　長　小田　頼政
　　審 議 役　宇谷　　修
　　技　　師　田中　恭子
　　嘱託職員　本田　正司
　　嘱託職員　藤堂ゆみ惠
　　嘱託職員　池田　祥子
　　臨時職員　巻島　真弓

平成３１年度　一般社団法人岡山県畜産協会組織図
　（平成31年4月1日）

代表理事会長
樋口義男

副 会 長　　
岡田穂積

事務局長　　
中塚陽二郎

事務局次長　　
大塚武宣

専務理事　　
柴田範彦



18

岡山県畜産関係各種協議会名簿一覧
（平成31年 4月1日現在）

　　　　　  名　　称

岡山県家畜人工授精師協会

岡山県酪農乳業協会

岡山県産牛肉銘柄推進協議会

岡山県産豚肉消費促進協議会

岡山県養鶏協会

岡山県ふ卵協会

岡山県装削蹄師会

岡山県養蜂組合連合会

岡山和牛子牛資質向上対策協議会

岡山県馬事畜産振興協議会

岡山県養豚振興協会

岡山県コントラクター協議会

会　長

狩谷　和宏

岡田　穂積

藤原　雅人

藤原　雅人

安原　健二

山上祐一郎

平井　計行

鈴木　康正

川崎　敦史

柴田　範彦

石原　正敬

石原　聖康

　　 事　務　局

岡山県畜産課

おかやま酪農業協同組合

全農岡山県本部畜産部

全農岡山県本部畜産部

烏城養鶏農業協同組合

烏城養鶏農業協同組合

岡山県農業共済組合

鈴木養蜂場

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会
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　牛ウイルス性下痢粘膜病は、下痢・呼吸器症状や発育不良などを起こすほか、妊娠牛で
は流産・胎児奇形や繁殖障害等を起こす病気です。多くは一過性で回復しますが、妊娠牛
が感染すると、胎児は生涯にわたってウイルスを体外に排出し続ける持続感染牛となり、
農場内や他農場へ病気を拡げます。この持続感染牛には治療法はなく、ワクチンによる予
防のみです。
　また、この原因のウイルスにはⅠ型とⅡ型の 2 つのタイプがあり、岡山県内ではこれま
でⅠ型の発生のみでしたが、今般新たにⅡ型での発生が確認されました。
　関係機関で検討した結果、牛ウイルス性下痢粘膜病Ⅱ型による発生予防のため、現在の

「呼吸器病 5 種混合ワクチン」から「呼吸器病 6 種混合ワクチン」に変更することになりま
した。
　なお、実施時期は平成31年 4 月以降に実施する予防注射からです。

　変更内容

〔お知らせ〕

和牛子牛市場出荷における予防注射の変更について
家畜衛生部

5種混合ワクチン（3月まで）

予防する病気
　牛伝染性鼻気管炎
　牛ウイルス性下痢粘膜病Ⅰ型
　牛パラインフルエンザ
　牛R Sウイルス感染症
　牛アデノウイルス感染症

6種混合ワクチン（4月から）

予防する病気
　牛伝染性鼻気管炎
　牛ウイルス性下痢粘膜病Ⅰ型
　牛ウイルス性下痢粘膜病Ⅱ型
　牛パラインフルエンザ
　牛R Sウイルス感染症
　牛アデノウイルス感染症
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　いよいよ『令和』の時代が始まる。少子高齢化が進み、地域
社会の維持さえ難しくなっている現代社会。『人々が美しく、
心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ』という「令和」に込められ
た意味を心に刻みたい。
　さて、新年度より畜産便りの担当が後任にバトンタッチされる。
これまで喫緊の課題や最新情報はもとより、若い後継者の取組
や県外で活躍する方々からのメーセージなど様々な視点から
話題を提供してきた。また搾乳ロボット等の新技術や女性の経
営参画といった新しいテーマにも触れ、変化の兆しをつかんで
頂きたいと思った。畜産の未来観を創発する気づきの一助にで
もなればという思いであった。とはいえ皆様のご期待に添えなか
ったこと甚だ反省しきりである。次期編集人に期待している。
　我が国の畜産は今後も厳しい環境が待ち受けているが、
これまで幾度ととなく困難を乗り越えてきた底力があると思って
いる。新しい『令和』の時代にさらに発展することを期待し、編
集後記を終えさせて頂きます。これまでのご購読に心より感謝申
し上げます。 （Ｎ・Ｓ）
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高 知 競 馬 開 催 案 内
　地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。
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　岡山県馬事畜産振興協議会（事務局　岡山県畜産協会）
は、平成31年 3月4日（月）に高知競馬場において、「岡山県
吉備の温羅特別」競走を開催しました。
　レースは、第 5Ｒ、サラ系で、ハンゲキノノロシ号（騎手  大澤
誠志郎、馬主  上岡和男）が勝利しました。馬主や騎手の皆さ
んに『おかやま和牛肉』を贈呈し、大変喜んで頂きました。
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総社市　岡山ＡＩセンター　石井　江莉菜さん（養豚）

〔酪大だより〕
　第53期生が卒業しました。
　　　（公財）中国四国酪農大学校

〔県民局だより〕
　和牛の担い手への支援を始めました！
　　　備中県民局畜産第二班

〔家保のページ〕
　「岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課」の紹介
　　　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課

〔技術のページ〕
　新たな岡山県基幹種雄牛の紹介
　　　岡山県農林水産総合センター畜産研究所
　　　育種改良研究グループ

〔畜産現場の声〕
　全農畜産サービス㈱岡山ＡＩセンターについて
　　　岡山ＡＩセンター

〔畜産女性の声〕
　 3県合同畜産女性交流会に初参加
　　　川崎　聡子
　　　（おかやまフォーベルネット会員）

〔ホットニュース〕
　（有）安富牧場が農場HACCP認証に認定されました !
　～県内 3例目、畜産農家としては初めて～
　孝本真二さんが農林水産省生産局長賞を受賞
　－第 5回全国自給飼料生産コンクール－
　　　（一社）岡山県畜産協会

第54回豚枝肉共励会を開催しました
　　　岡山県養豚振興協会

岡山県畜産関係者名簿

岡山県農業共済組合

全農岡山県本部畜産部

おかやま酪農業協同組合

一般社団法人岡山県畜産協会

岡山県畜産関係各種協議会

〔お知らせ〕
　和牛子牛市場出荷における予防注射の変更について
　　　（一社）岡山県畜産協会
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